
特　　集　
三
月
十
日

(

水

)

か
ら
十
九
日

(

金

)

の
日
程
で
、

平
成
二
十
一
年
度
名
取
市
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
が
実
施
さ
れ
、

市
内
在
住
の
中
学
二
年
生
二
十
二
人
と
四
人
の

特
別
団
員

(

随
行
員

)

が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、

ビ
ク
ト
リ
ア
州
モ
ナ
ッ

シ
ュ

市
を
訪

問
し
、

四
泊
五
日
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
体
験
す
る
と
共
に
、

名
取
市
の
親
善
大
使
と

し
て
友
情
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　
中
学
生
海
外
派
遣
と
オ
ー

　
ス
ト
ラ
リ
ア

　

平
成
三
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
は
、

国
際
性
豊
か
な
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

市

内
に
在
住
す
る
中
学
二
年
生

を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
カ
ナ
ダ
と
オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア
の
学
校
と
交
流
を
し

て
お
り
、

今
年
は
オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア
、

ビ
ク
ト
リ
ア
州
モ

ナ
ッ

シ
ュ

市
に
あ
る
マ
ウ
ン

ト
ウ
ェ

イ
バ
リ
ー

・
セ
カ
ン

ダ
リ
ー

カ
レ
ッ

ジ
に
訪
問
し

ま
し
た
。

　
マ
ウ
ン
ト
ウ
エ
イ
バ
リ
ー

校
と
名
取
市
の
交
流
は
平
成

六
年
度
か
ら
始
ま
り
、

今
回

で
八
回
目
の
訪
問
と
な
り
ま

す
。

ま
た
同
校
か
ら
も
ジ
ャ

パ
ン
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー

と
い

う
こ
と
で
、

二
年
に
一
度
名

取
市
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
ち
ょ

う
ど
名
取
市

訪
問
の
年
と
な
っ

て
お
り
、

ホームステイ最終日。出発前にマウントウエイバリー・セカンダリーカレッジで記念撮影。短い
滞在でしたがたくさんの思い出がいっぱいできました

九
月
四
日

(

土

)

に
二
十
五

人
の
生
徒
が
や
っ

て
来
る
予

定
で
す
。

　
二
十
二
人
の
派
遣
団
員
た

ち
は
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
、

ホ
ス
ト
ス
チ
ュ
ー

デ

ン
ト
と
一
緒
に
通
学
し
、

授

業
体
験
や
野
外
活
動
な
ど
体

験
し
ま
し
た
。

　

　今号もなとり国際交流ニュー
スレターをお読みいただきあり
がとうございました。この
ニュースレターでは海外での交
流体験だけでなく、市内で国際
交流や多文化共生に関わってい
る方の活動や、名取にお住まい
の外国人の方を紹介するなど、
私たちの身近な話題も取り上げ
ていきたいと考えています。
　ぜひ皆様の身近な方たちの情
報をお寄せください。名取市の
国際交流に関するご要望もお待
ちしております。

　特集でもご紹介しました名取市中
学生海外派遣事業でお世話になった
オーストラリア「マウントウエイバ
リー・セカンダリーカレッジ」から
25人(予定)の生徒がやって来ます。
　訪問期間は9月4日(土)～8日(水)
までの予定です。
　市では訪問団のホストファミリー
を募集しています。オーストラリア
の友達と家族ぐるみの心温まる交流
をしてみませんか。ご協力いただけ
る方はぜひご応募ください。

いよいよホストファミリーと対面。緊張でドキドキの団員たち

　3年前から海外出身者向けに日本語教室の実施
や国際交流イベントなどで活動してきた「国際交
流ボランティアグループともだちin名取」を中心
として、国際交流協会が設立されました。
　5月17日(月)に市民活動支援センターで行なわ
れた設立総会では、協会としての規約や予算など
を話し合いました。
　「みなさんの考えを反映した市民の国際交流を
したいと思います。同じ『地球人』として共生し
ていける国際都市名取の実現の一助となる活動を
一緒にしていきましょう」の一言に今後の国際交
流や多文化共生に大きな力となることでしょう。

～オーストラリアの友達がやってくる！～

問い合わせ、情報は
こちらへ

〒981‐1292
（住所記入不要）
名取市総務部総務課
広報広聴係
電話 384-2111 内線317
FAX 384-9030
Eﾒｰﾙ
soumu@city.natori.miyagi.jp

訪問日程：9月4日(土)～8日(水)　※都合により変更になる場合もあります
応募締め切り日：6月30日(水)
※募集状況によって延長になる場合があります
申し込み方法：総務課に電話で申し込みください。後日関係書類をお送りし
　　　　　　　ます。応募者多数の場合は年齢の近いお子さんがいるご家庭
              を優先させていただきます。ご希望に沿いかねることもあり
　　　　　　　ますのでご了承ください。
その他：これから中学生海外派遣事業（市内在住の中学2年生対象）への応募
　　　　を考えていらっしゃる生徒・ご家族の皆さまは、派遣団員選出の抽
　　　　選会の際に抽選機会多く与えられます。詳しくはホームページをご覧
　　　　いただくか、国際交流実行委員会事務局(総務課広報広聴係内）まで
　　　　ご連絡ください。

※申し込み・問い合わせは
名取市国際交流実行委員会事務局（総務課広報広聴係内・右記参照）
ホームページ　http://www.city.natori.miyagi.jp/

　国際交流協会ともだちin名取では日本語ボラン
ティア講師を募集しております。現在中国、タ
イ、ブラジルなどから来た生徒さんが一生懸命日
本語を覚えようとがんばっています。
　講座は和気あいあいとして、日本語を教えなが
らも各国の文化も学ぶことができ、お互いに充実
できる機会です。一緒に海外出身者の言葉のお手
伝いをしませんか？

申し込み・問い合わせ先
国際交流協会ともだちin名取
電話　050-1169-3537
ホームページ
http://blog.canpan.info/tomo_in_natori/日本語教室で勉強している皆さん。講座のほかにティータイ

ムもあり、和やかに勉強しています

モナッシュ市



　
　
つ
い
に
オ
ー

ス
ト

 
 
ラ
リ
ア
へ
！

　
出
発
初
日
に
大
雪
で
飛

行
機
が
欠
航
す
る
な
ど
の

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
が
、

つ
い
に
あ
こ
が
れ

の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
到

着
。

周
り
の
風
景
、

聞
こ

え
て
く
る
言
葉
…

こ
こ
は

日
本
で
は
な
い
こ
と
を
派

遣
団
員
た
ち
は
実
感
し
て

い
た
よ
う
で
し
た
。

　
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
到

着
し
て
二
日
目
。

学
校
の

体
育
館
で
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ

リ
ー

と
対
面
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
不
安
と
緊
張

で
少
々
硬
い
表
情
の
派
遣

団
員
で
し
た
が
、

ホ
ス
ト

フ
ァ

ミ
リ
ー

と
休
日
を
一

緒
に
過
ご
し
、

学
校
へ
登

生
徒
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の

拍
手
と
声
援
を
い
た
だ
き
大

好
評
で
し
た
。

　
翌
日
は
野
外
授
業
。

ホ
ス

ト
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
と
一
緒

に
ヒ
ー

ル
ズ
ビ
ル
・
サ
ン
ク

チ
ュ

ア
リ
動
物
園
を
見
学

し
、

コ
ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル
ー

な
ど
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
特
有

の
動
物
た
ち
に
触
れ
合
い
ま

し
た
。

校
す
る
こ
ろ
に
は
す
っ

か
り
慣
れ
た
よ
う
で
し

た
。

　
学
校
で
は
ホ
ス
ト
ス

チ
ュ
ー

デ
ン
ト
の
ク
ラ

ス
で
一
緒
に
数
学
や
日

本
語
の
授
業
を
体
験
す

る
ほ
か
、

合
同
で
ダ
ン

ス
の
授
業
を
受
け
ま
し

た
。

　
授
業
を
受
け
た
後
は

学
校
の
体
育
館
で
歓
迎

会
。

マ
ウ
ン
ト
ウ
エ
イ

バ
リ
ー

校
の
生
徒
た
ち

に
よ
る
「

君
が
代
」

の

演
奏
で
歓
迎
を
受
け
ま

し
た
。

派
遣
団
員
は
事

前
研
修
で
練
習
し
て
き

た
ソ
ー

ラ
ン
節
を
披
露

し
ま
し
た
。

蒸
し
暑
い

体
育
館
で
の
踊
り
は
大

変
で
し
た
が
、

マ
ウ
ン

ト
ウ
エ
イ
バ
リ
ー

校
の

　
「

積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を
と
る
」

な

ど
ミ
ッ

シ
ョ

ン
は
、

団
員

一
人
ひ
と
り
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

初
め
て
の
ホ
ー

ム
ス

テ
イ
で
生
の
英
語
の
速
さ

や
異
文
化
に
触
れ
、

ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
戸
惑
っ

た
り
、

ホ
ー

ム
シ
ッ

ク
に

な
っ

て
し
ま
っ

た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

団
員
た
ち
は
ミ
ッ

シ
ョ

ン

達
成
の
た
め
に
努
力
し
ま

し
た
。

　
や
っ

と
慣
れ
た
と
思
っ

た
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
五
日

目
、

と
う
と
う
出
発
の
日

と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し

た
。

お
世
話
に
な
っ

た
ホ

ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー

と
の
別

れ
が
悲
し
く
て
涙
す
る

団
員
も
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ス
ト

フ
ァ

ミ
リ
ー

と
の
思
い

出
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

の
生
活
を
体
験
し
た
こ

と
な
ど
た
く
さ
ん
の
貴

重
な
経
験
を
お
土
産
に

団
員
二
十
二
人
は
三
月

十
九
日
に
仙
台
空
港
に

帰
っ

て
き
ま
し
た
。

　
去
る
四
月
二
十
四
日

に
行
わ
れ
た
帰
国
報
告

会
で
は
来
賓
や
家
族
が

見
守
る
中
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア
で
経
験
し
た
こ

と
や
ミ
ッ

シ
ョ

ン
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
団
員
は
英
語

を
も
っ

と
勉
強
し
、

ま

た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に

行
き
た
い
そ
う
で
す
。

　今回の特集でもご紹介しました中学生海外派
遣事業の写真を、名取駅東西自由通路「ウイン
グロード」に展示します。
　派遣された中学生の生き生きとした表情や活
動内容がリアルに感じ取ることができる写真展
のでぜひ皆さん揃ってご覧ください。

期間：平成22年7月13日(火)～8月1日(日)
場所：名取駅東西自由通路「ウイングロード」

合同でダンスの授業を体験。簡単そうに見えて
意外と難しい！

歓迎会では研修で練習したソーラン節を披露

みんなで移動中。学校では担当のレズリー先生（右
端）に大変お世話になりました

学校の廊下には在学している生徒の国旗が掲
げてありました

　
短
か
っ

た
五
日
間

　
団
員
た
ち
は
オ
ー

ス
ト
ラ

リ
ア
に
行
く
前
に
、
「

自
分

が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ

た
ら
何
を
達
成
し
た
い
か
」

と
い
う
ミ
ッ

シ
ョ

ン
を
決
め

ま
し
た
。

Ｑ．ホームステイ中に困ったこと・悩んだことは？

「やっぱり外国！英語が早くて聞き取れなかった」
「ホストファミリーと食事に行ったとき、食べ物や
ジュースの量がとても多かった」
「ホームシックになりました…」
「夕飯にサラダ少々出たくらいで野菜がほとんど食
卓に出なかった！」

Ｑ．ホームステイ中にホストファミリーにしてあげた
こと、一緒にして楽しかったことは？

「折り紙でハート、花、紙飛行機を作った！」
「自分で作ったアルバムを一緒に見たりして喜んで
もらえました」
「日本のファッション雑誌を持っていき、一緒に見ま
した」
「ホストファミリーとは一緒に買い物に行ったり観光
に連れて行ってもらったり、家族みんなで団欒したり
…とにかくすべてが楽しかったです！」
「お土産に『大願成就』『七転八起』などHappyになる
ような言葉が書いてある小さな飾り皿を持っていっ
たら喜ばれました」

Ｑ．海外派遣を終えて、こうしておけば良かったと
思うことは？

「日本の写真をもっと持っていけばよかった」
「もっと英語を勉強して、単語だけではなく英文もた
くさん使って、積極的にコミュニケーションをとれれ
ばよかったなぁと思いました」
「日本食を作ってあげればよかった」
「日本のことをもっと説明できるようにしていけばよ
かったです…」

　オーストラリアでたくさんの体験をして帰ってきた団員22人に、今回の派遣について感想を聞
いてみました。派遣中に聞けなかった体験談です。

Ｑ．派遣で一番心に残ったことを一言

「日本：オーストラリア→５：５　互いのよさを実感!!」
「国境を越えた友情」
「外国で最高の友達と出会えて本当に嬉しいです」
「心からの感謝と心からの笑顔と心からの感謝」
「オーストラリアの人は心が広い!!」
「ホストファミリー大好き！」
「Warm」


